
【 久目地区地域づくり協議会】
地域づくり協議会取組発表会資料

と き：平成２８年１２月４日（日）

ところ：氷見市ふれあいスポーツセンター
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事業名： 「農山村体験in久目」事業

①事業内容

久目地区で毎年行われるニジマスつかみ捕り体験の開催（久
目小学校全学年対象）に合わせて、農山村ではない射水市の
小学校５、６年生に来てもらい、農山村体験・交流を実施し、
地域の魅力を地域の住民及び地域外へ発信する。

【実施期間】平成２８年８月１日～２日

【宿泊場所】久目地区交流館

【参加者】 射水市の小学生１１名、久目小学校２２名（つかみ捕りは全学年）

■１日目AM:ニジマスつかみ捕り体験

PM:森探検・森遊び、天体観察(雨天のため学習会)

■２日目AM:ラジオ体操、ピザ窯でピザ焼き、帰宅
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事業名： 「農山村体験in久目」事業

②ここがポイント！（工夫・努力していること）
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久目地区の若手活動者、久目小学校児童保護者の協力を得て、これまで地域づくり協議
会の事業にあまり関係して来なかった多くの人の連携する事業を実施することができた。

上庄川(久目小学校付近)にてつかみ捕り 小学校や地区の運営者、若手活動者、

児童保護者による連携



事業名： 「農山村体験in久目」事業

②ここがポイント！（工夫・努力していること）
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これまで森の活動を行っている講師と安全確認を行いつつ、小学校だけでは実施が難しい、やや危

険を伴うイワナ調理・森探検・森遊び、ピザ焼きを実施することができた。（保険加入、学校参加）

捕まえたニジマスを調理→焼く→食べる 森の探検、森遊び→ヤギ参加



事業名： 「農山村体験in久目」事業

②ここがポイント！（工夫・努力していること）
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地域の森林資源である竹を活用して、ご飯炊き、食器・武器を作成し、使用する体験を
通して、地区の魅力を再認識してもらうことができた。

竹を活用して、食器・武器・竹飯ごうを作成 みんなで食べて、宿泊可能な久目交流館

地区の児童も体験!



事業名： 「農山村体験in久目」事業

③事業の目的・効果
事業の契機

（事業を始めたきっかけは何ですか？）

・地域の自然に親しみ、その魅力を感じて

もらう活動として、ニジマスつかみ捕りを
毎年実施してきた。

・近年の児童の減少による学校統合の話が

ある。

事業のねらい
（事業のねらいは何ですか？）

・農山村ではない射水市の小学生との農山

村体験・交流を通じて、久目地区の魅力
を（再）発見してもらう。

期待する効果
（事業の具体的な目標は何ですか？）

・久目地区の魅力再確認

・久目地区の魅力(自然環境と子育て環境)
を発信することにより、移定住者の増加

今後の課題
（今後やっていきたいことは何ですか？）

・県内外に農山村体験を広め、久目地区で

農山村体験、移住体験を開催し、久目地
区における移住・定住者が増加するよう

な企画を実践する。
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その他、関連する取り組み

（１）学習塾（学習支援）の取り組み

（２）若い住民のグループづくり

（３）くめ夜なべ談義の開催
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ご静聴ありがとうございました
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